
開会の挨拶
平原桜友会会長

桜友会会報に代えて（会報第19号として）、一昨年及び昨年に引き続き桜友会会員の皆様に「桜友会の活動」
についてのご報告をお送りいたします。来年度２０２５年夏には従来の「会報」20号として、桜友会の２０２４
年度の活動についてご報告する予定です。

２０２３年１０月１５日（日）午前１１時から学園本部館３階の大会議室において、午
前は桜友会総会、午後昼食を取りながら懇親会が開催されました。出席桜友会会員
は、５７名（役員９名含む）、来賓として坂東眞理子総長（桜友会顧問）、山崎日出男
理事長（桜友会顧問）、前田崇司校長先生、江口祐輔元校長、柴田芳明元校長、そ
して恩師の先生方（１０名）のご参加をいただきました。
総会の議事録は桜友会のホームページ(http://showa-ohyukai.jp/)に掲載され
ております。是非ご覧ください。

2023年11月11日（土）・12日（日）の昭和祭開催に際して、新型コロナ蔓延の為休止となっておりました桜友
会バザーを、2019年以前と同様に4年ぶりに開催することができました。11月9日午前には、会員から寄付さ
れた多数の商品仕分けと値段付け、10日午後からは会場の設営と商品・ゲームのセッティングを行い、11日の
本番を迎えました。例年同様初等部１階応接室に開設された「桜友会の部屋」には多数の卒業生が訪れ、
久々に母校を訪れた旧友たちとの話が盛り上がっていました。

昭和祭に際し、役員の他９名の会員が、商品の販売、ゲーム、受付・誘導・
案内、桜友会室の運営に参加してくださいました。残念なことに、今回は天
候に恵まれず、寒い雨降りだったために出足が良くなかったこともあり、売
上金額は153,150円と例年の約半分程度にとどまりました。諸経費合計
115,679円を差引いた金額37,471円を、初等部の周年祝金とすべく積立金
といたしました。

桜友会会員の皆様へ

【桜友会役員】
会　長：平原 史樹(6回生）
副会長：大石 惠津子(3回生)、大野 あや子(11回生）
役　員：原　一恵(1回生)、柳 栄治郎(2回生)、米村 希美(31回生）、澤渡 沙織(31回生）
新役員予定者：岡野 栄之(13回生)、青谷 宏美(13回生）
監　事：山口 俊行(20回生)、関口 明子(18回生)(新任）

桜友会へのお問い合わせ、クラス会・学年同窓会開催のご連絡は、e-mail: ohyu@swu.ac.jpまで。
桜友会の活動の様子、住所変更、質問等は、桜友会ホームページのhttp://showa-ohyukai.jpをご
活用ください。また、桜友会へのご連絡は、e-mail：ohyu@swu.ac.jpで遠慮なくご連絡ください。

会費納入のお願い

＊同封の振込用紙にて、年会費を是非ご納入ください。なお、61回生（2019年３月卒業）～６６回生（2024年
３月卒業）は、卒業時にいただいていますので、お振込みは不要です。
＊銀行振込をご希望の方は、お名前の前に会員番号（会報宛名ラベル右下の９桁）を記入の上、下記口座まで
お振込みください。　　　　　　　　　　　　みずほ銀行 世田谷支店　（普通）１１２３７３０　桜友会

昭和祭バザーへのご協力・ご参加お願い

日　程：2024年11月9日(土)・10日(日)
＊昨年同様、学校側との打合せの後、父母会と協力して在校生が楽しめるものにしたいと思います。
＊会員皆様の商品のご提供、ご寄付、そして当日のお手伝いをお願いいたします。
＊例年通り「桜友会の部屋」にて、お茶とお菓子で旧友との楽しいひと時をお過ごしください。

桜友会同窓会（総会・懇親会）のお知らせ

日　　時：２０２４年９月２９日（日）　総会１１：００～１２：００　　懇親会１２：３０～
会　　場：昭和女子大学本部館３階 大会議室
参 加 費：一般会員 ３０００円、大学生 １０００円、中・高生 無料
参加申込：同封のハガキにてお申込みください。

卒業60周年と50周年に当たる6回生と16回生の皆さ
んは、ふるってご参加ください。
総会では、以下の2023年度決算報告（監査済み)と
2024年度の予算の承認をお願いいたします。

総　会

　１．校歌斉唱

　２．会長挨拶　　　平原 史樹桜友会会長

　３．来賓あいさつ

　４．ご出席恩師・先生方のご紹介

　５．議 事
　　　議長選出
　　　議題1．2023年度活動報告………………大野 あや子副会長
　　　議題2．2023年度会計報告・監査報告…米村 希美・山口 俊行監査役
　　　議題3．2023年度活動計画………………………大野 あや子副会長
　　　　　　（昭和祭バザーについて： 2024年11月開催予定内容等含む)
　　　議題4．2024年度予算案…………………………米村 希美
　　　議題5．役員改選について…………………………平原 史樹会長

　６．初等部の状況について
　　　・前田 崇司校長よりご挨拶と初等部の近況について

　　　　　　　　　　＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 休 憩 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊

懇親会　　学園本部館３階大会議室
　　　１） ひかりひかり斉唱
　　　２） 乾杯と来賓のお話し

　　　《 会 食 ・ 懇 談 》

　　　「初等部の新たな取り組みについて」前田 崇司校長、岡野 栄之新会長
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　進行：平原 史樹
　　　「ご卒業60周年・50周年のお祝い」
　　　＊来賓のお話し
　　　＊記念品贈呈
　　　＊卒業生代表挨拶（6回生、16回生）

閉　会

日時：2024年9月29日（日）11時～14時30分
会場：学園本部館３階　大会議室

昭和女子大学附属 昭和小学校同窓会

桜　友　会　第 17 回　総会・懇親会

2023年度（令和5年度）桜友会 収支決算報告（監査済み）及び 2024年度（令和6年度）予算案

収入の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　収入の部　　　 摘要
入会金  1,000,000 1,352,000 352,000 1,300,000
年会費/寄付  500,000 611,643 111,643 600,000
総会•懇親会参加費  400,000 129,000 -271,000 130,000
バザー売上・寄付等  0 153,150 153,150 150,000
銀行利息/利子  764 696 -68 696
その他入金    0
計（A）  1,900,764 2,246,489 345,725 2,180,696
支出の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　支出の部
会報（作成•発送）  750,000 915,530 -165,530 900,000
総会•懇親会参加費  300,000 432,961 -132,961 450,000
幹事会  100,000 79,990 20,010 100,000
ホームページWebサイト  171,600 171,600 0 171,600
事業費（昭和祭・運動会等） 3,200,000 3,116,889 83,111 200,000
通信費  50,000 57,117 -7,117 50,000
事務費  20,000 110 19,890 10,000
会議費  10,000 5,130 4,870 10,000
予備費  299,164 569,866 -270,702 289,096
計（B）  4,900,764 5,349,193 -448,429 2,180,696
当期収支差額（A-B=C）   -3,102,704  0
前年度繰越金（D）   14,372,757  11,270,053
来年度繰越金（C＋D）   11,270,053  11,270,053

前年度繰越金
現金預金有高  14,372,757

合計  14,372,757

預金明細
ゆうちょ銀行定額定期  2,006,617
ゆうちょ銀行通常預金  5,257,666
ゆうちょ銀行振替口座  729,783
みずほ銀行普通預金  3,236,275
現金  39,712
合計  11,270,053

科目 予算 決算 差し引き Ｒ6年度予算案

合計金額の内、５００万円は記念事業積立金です



本年は前田崇司校長先生、田中聖夫教頭先生にご参加いただき、前田校長先生からは、「今年の初等部の教
員体制は、今年は５９名。毎週土日は広報活動として色々な場所に出向き、学校の説明に努力中。本日お配り
した初等部パンフレットを是非ご覧いただき、初等部の新しい取り組みをご理解いただきたい。昨年も学年
幹事会に出席し、母校を支えてくださっていることをとても強く感じている。」また、「人生の基盤は小学校で
あり、５７５７名の卒業生が皆頑張っているので、児童にも、頑張るようにと話をしている。現在、児童数は６３
０名（１学年３クラス）、教員数は５９名。複数の教員で、一人一人の児童を見ていくという目の届いた教育を
行っており、今年は、『今よりもっと伸びていこう、体を鍛え、日々前進していこう』ということをモットーに、
日々過ごしている。ご存知のように今年度から、更なる高みを目指して、１年生から国際コース（２クラス）、探
究コース（１クラス）を設置し、新たな取り組みを開始している。昭和の子ども達は、優しく思いやりがあること
を誇りにおもっている。」とお話しいただきました。

また、2024年４月６日には、新入生92名を迎え
る入学式が行われ、校長先生から新入生の代
表に教科書が贈呈されました。
一人ひとりに恒例となっている八重桜の苗木が
手渡されました。　
桜友会からは新入学生とその保護者の皆様に、
ご入学のお祝いと桜友会のご紹介文を、新たに
作成したクリアファイルにて配布いたしました。

２０２４年３月２０日に第６６回生となる６年生の卒業式が行われました。桜友会から卒業をお祝いして、卒業
生全員に図書券、桜友会のマスコットシンボルの昭和っこちゃんをデザインしたボールペンとシャープペンの
セット、桜友会からのお祝いのお手紙をクリアファイルにセットしてお贈りしました。

５月１日には、昭和女子大学創立１０４周年記念式
典が人見記念講堂で、その後懇親会が本部館３階
の大会議室で行われ、昨年迄と同様に桜友会から
は、平原史樹会長、大石惠津子・大野あや子両
副会長が、来賓としてご招待を受け参加いたしま
した。桜友会からはお祝いとして胡蝶蘭をお贈り
いたしました。

大野あや子副会長より２０２３年度の桜友会活動報
告の後、大石惠津子副会長より２０２４年度の活動予
定の説明とご協力をお願いしました。
   
また、来る９月２９日（日）に予定されている本年度の
桜友同窓会（総会・懇親会）にて正式に承認予定と
なっている次期会長となる岡野栄之先生からも、止
む無く会長を引き受けることになったこと、昭和での
経験を通して培ったことが、現在の自分の基礎となっ
ていると話され、その後も出席幹事の皆さんと和や
かに話されていました。（左は、当日配布資料）

その後、各テーブルごとに桜友会活動に対する提案
を話合っていただき、シートにまとめて提出。その後、
お弁当をいただきながらの懇親会となりました。

桜友会の年度初めの行事「学年幹事会」が６月
２日（日）に、学園本部館３階中会議室で行わ
れました。午前中は学年幹事会議、午後は昼食
をいただきながら仲良しグループで、おしゃべ
りを楽しみました。平原会長は病気のため欠席
となりました。

田中聖夫新教頭先生は、教員になって間もない頃の、当時の人見校長先生と
南教頭先生のエピソードをお話しされ、子ども達としっかりと向き合うことの
大切さを学んだこと、現在は学校案内のなかで、富永先生が、人見先生の偉
大さを熱く語られていること、そして、子どもに興味を持たせるものを与える
ことが大切だと思っている。そして、卒業生の皆さんが、楽しい人生を過ごし
て欲しいと願っており、このように色々な世代が集まるこの会は、とても凄い
こと。これからも続いて行くよう願っている。と和やかにお話を披露してくだ
さいました。

慶應義塾大学
再生医療リサーチセンター長
教 授 　岡 野　栄 之

ご 挨 拶
桜友会インスタグラム始めました。是非フォローしてください。

第66回生の皆様、保護者の皆様、ご卒業おめでとうございます。

昭和女子大学附属昭和小学校（初等部）は1953年（昭和28年）に56人の一年生を迎えて産声をあげました。

かつて4回ほど卒業生の集まりとして人見楠郎先生のご発案で「桜友会」が開かれたことがありましたが、同窓
会としてはっきりした組織づくりがされないままに中断されていました。初等部創設からすでに半世紀以上が過
ぎた昭和21年～22年生まれの第一回生が還暦を迎える2006年（平成18年）を控え、卒業生そして学園の側
からも同窓会を再構築したいというお話しがあり、2006年春、卒業生の有志が集まり同窓会「桜友会」を再建
し、秋には第一回総会と懇親会を開くことを目指して準備を進めました。

2006年11月11日に183人の卒業生が出席して、第一回の同窓会総会・懇親会を開くことができました。それ
以降は年１回の総会・懇親会を開催しているほか、会員の親睦を深めるため文化散歩シリーズやミカン狩りなど
文化・レクリエーション活動、また、2013年の初等部創立60周年を記念して、後輩たちのために母校への募金
活動と2012年11月の昭和祭時に、寄付金の一助とすべく桜友会バザーに初めて取り組みました。

皆様は、初等部卒業と同時に卒業生で構成されている同窓会「桜友会」の一員となられました。
役員一同は同窓生を代表して、皆様を歓迎いたします。本日はご卒業のお祝いとして皆様に図書券と記念品を
贈呈いたします。

これから皆様がクラス会、或いは学年で同期会等を開催される場合には、「桜友会」より金一万円を開催費用の
一部として進呈いたします。条件は、①10名以上であること、②年一回発行の同窓会紙に掲載いたしたく、写真
と報告文をお寄せいただくことです。③幹事の方は桜友会アドレス（e-mail:ohyu@swu.ac.jp）にご連絡くだ
さい。申請書にご記入いただき、原則学園内でお渡しします。

また、桜友会では、ホームページにその活動のご案内やお知らせを掲載しております。是非ご覧ください。住所変
更、その他お知らせ・お問合せについても、ホームページをご参照ください。
（http://www.showa-ohyukai.jp）

最後になりますが、桜友会入会にあたり、入会金と高校3年生までの6年間の会費は、父母会を通じて既にいた
だいています。今後、年1回送付予定の会報に会費振込用紙が同封されますが、2029年度（高校3年生）までは
振込の必要はございません。よろしくお願いいたします。

これからは皆様が会員として、桜友会の活動にご参加くださることを役員一同願っております。

2024年3月吉日

桜友会役員一同　

昭和女子大学昭和小学校第13期（1971年卒）の岡野栄之です。当時は、「巨人の星」のようなスポーツ根性も
のの番組が流行っていた昭和の真っ只中の、ある意味古き良き時代に、初等部で鍛えて頂きました。初等部在
学時代は、本当に素晴らしい教育をしていただいたと心から感謝しております。人見楠郎・校長先生から、目あて
をさして進む人、からだを丈夫にする人、まごころを尽くす人という３つの目標を目指しなさいという教育方針のも
と、色々な意味で自己研鑽を積むことができたと思っております。今から思い返してみれば、この３つの目標は、私
のその後の人生で、医師として研究者として成長していく過程において、大きな支柱となりました。また、毎年恒
例の総合学習では、自ら問題・課題を探索し、自らそれを解決し、そしてその成果を誰に対しても分かり易く説明
するという研究者としての基本中の基本を知らない間に身につけることが出来たことに感謝しております。

初等部卒業後、私は世田谷区立山崎中学校、慶應義塾志木高等学校に進学しました。高校時代は当初物理学
者になりたいという憧れを抱いていましたが、波動方程式の研究でノーベル物理学賞を受賞されたシュレディン
ガー博士の「生命とは何か」という著書に感化され、生命科学に興味を持つようになり、それがきっかけで医学
部進学を決心するに至りました。その後、1977年には慶應義塾大学医学部に進学し、卒業後は神経研究を専
攻し、将来的には脊髄損傷や神経難病の治療につながる研究をしたいと思いました。その間、かなりの心の葛藤
がないわけではありませんが、初等部時代の総合学習の「自ら問題・課題を探索し、自らそれを解決するという」
経験で乗り切れました。以来40年以上、神経研究の領域で、今日まで何とかやって来ております。今年３月、長年
勤めました慶應義塾医学部・教授を定年退任しましたが、４月より慶應義塾大学再生医療リサーチセンターを新
たに開設し、そのセンター長・教授として、ライフワークである神経系の再生医療と難病研究を続けております。
今も、米国マサチューセッツ工科大学（MIT）の客員教授や国際学会の理事を務めておりますが、長年の研究
生活の中で感じたことは、国際連携の強化と早期の英語の習得の必要性です。現在、初等部が国際コースの
設置により、将来国際的に活躍する人材の育成に全力で取り組み始められましたこと、大変素晴らしいと思って
おります。できる限りの応援をしたいと思っております。

今後、初等部の同窓会組織の桜友会で責任のある立場に、現・平原会長からご推薦いただく運びとなりました。
全く経験がなく、非力ではありますが、全力を尽くし、桜友会と初等部の発展に尽くしたいと思います。皆様、これ
からも、ご指導・ご鞭撻のほど、どうぞ宜しくお願い申し上げます。



本年は前田崇司校長先生、田中聖夫教頭先生にご参加いただき、前田校長先生からは、「今年の初等部の教
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した初等部パンフレットを是非ご覧いただき、初等部の新しい取り組みをご理解いただきたい。昨年も学年
幹事会に出席し、母校を支えてくださっていることをとても強く感じている。」また、「人生の基盤は小学校で
あり、５７５７名の卒業生が皆頑張っているので、児童にも、頑張るようにと話をしている。現在、児童数は６３
０名（１学年３クラス）、教員数は５９名。複数の教員で、一人一人の児童を見ていくという目の届いた教育を
行っており、今年は、『今よりもっと伸びていこう、体を鍛え、日々前進していこう』ということをモットーに、
日々過ごしている。ご存知のように今年度から、更なる高みを目指して、１年生から国際コース（２クラス）、探
究コース（１クラス）を設置し、新たな取り組みを開始している。昭和の子ども達は、優しく思いやりがあること
を誇りにおもっている。」とお話しいただきました。

また、2024年４月６日には、新入生92名を迎え
る入学式が行われ、校長先生から新入生の代
表に教科書が贈呈されました。
一人ひとりに恒例となっている八重桜の苗木が
手渡されました。　
桜友会からは新入学生とその保護者の皆様に、
ご入学のお祝いと桜友会のご紹介文を、新たに
作成したクリアファイルにて配布いたしました。

２０２４年３月２０日に第６６回生となる６年生の卒業式が行われました。桜友会から卒業をお祝いして、卒業
生全員に図書券、桜友会のマスコットシンボルの昭和っこちゃんをデザインしたボールペンとシャープペンの
セット、桜友会からのお祝いのお手紙をクリアファイルにセットしてお贈りしました。

５月１日には、昭和女子大学創立１０４周年記念式
典が人見記念講堂で、その後懇親会が本部館３階
の大会議室で行われ、昨年迄と同様に桜友会から
は、平原史樹会長、大石惠津子・大野あや子両
副会長が、来賓としてご招待を受け参加いたしま
した。桜友会からはお祝いとして胡蝶蘭をお贈り
いたしました。

大野あや子副会長より２０２３年度の桜友会活動報
告の後、大石惠津子副会長より２０２４年度の活動予
定の説明とご協力をお願いしました。
   
また、来る９月２９日（日）に予定されている本年度の
桜友同窓会（総会・懇親会）にて正式に承認予定と
なっている次期会長となる岡野栄之先生からも、止
む無く会長を引き受けることになったこと、昭和での
経験を通して培ったことが、現在の自分の基礎となっ
ていると話され、その後も出席幹事の皆さんと和や
かに話されていました。（左は、当日配布資料）

その後、各テーブルごとに桜友会活動に対する提案
を話合っていただき、シートにまとめて提出。その後、
お弁当をいただきながらの懇親会となりました。

桜友会の年度初めの行事「学年幹事会」が６月
２日（日）に、学園本部館３階中会議室で行わ
れました。午前中は学年幹事会議、午後は昼食
をいただきながら仲良しグループで、おしゃべ
りを楽しみました。平原会長は病気のため欠席
となりました。

田中聖夫新教頭先生は、教員になって間もない頃の、当時の人見校長先生と
南教頭先生のエピソードをお話しされ、子ども達としっかりと向き合うことの
大切さを学んだこと、現在は学校案内のなかで、富永先生が、人見先生の偉
大さを熱く語られていること、そして、子どもに興味を持たせるものを与える
ことが大切だと思っている。そして、卒業生の皆さんが、楽しい人生を過ごし
て欲しいと願っており、このように色々な世代が集まるこの会は、とても凄い
こと。これからも続いて行くよう願っている。と和やかにお話を披露してくだ
さいました。

慶應義塾大学
再生医療リサーチセンター長
教 授 　岡 野　栄 之

ご 挨 拶
桜友会インスタグラム始めました。是非フォローしてください。

第66回生の皆様、保護者の皆様、ご卒業おめでとうございます。

昭和女子大学附属昭和小学校（初等部）は1953年（昭和28年）に56人の一年生を迎えて産声をあげました。

かつて4回ほど卒業生の集まりとして人見楠郎先生のご発案で「桜友会」が開かれたことがありましたが、同窓
会としてはっきりした組織づくりがされないままに中断されていました。初等部創設からすでに半世紀以上が過
ぎた昭和21年～22年生まれの第一回生が還暦を迎える2006年（平成18年）を控え、卒業生そして学園の側
からも同窓会を再構築したいというお話しがあり、2006年春、卒業生の有志が集まり同窓会「桜友会」を再建
し、秋には第一回総会と懇親会を開くことを目指して準備を進めました。

2006年11月11日に183人の卒業生が出席して、第一回の同窓会総会・懇親会を開くことができました。それ
以降は年１回の総会・懇親会を開催しているほか、会員の親睦を深めるため文化散歩シリーズやミカン狩りなど
文化・レクリエーション活動、また、2013年の初等部創立60周年を記念して、後輩たちのために母校への募金
活動と2012年11月の昭和祭時に、寄付金の一助とすべく桜友会バザーに初めて取り組みました。

皆様は、初等部卒業と同時に卒業生で構成されている同窓会「桜友会」の一員となられました。
役員一同は同窓生を代表して、皆様を歓迎いたします。本日はご卒業のお祝いとして皆様に図書券と記念品を
贈呈いたします。

これから皆様がクラス会、或いは学年で同期会等を開催される場合には、「桜友会」より金一万円を開催費用の
一部として進呈いたします。条件は、①10名以上であること、②年一回発行の同窓会紙に掲載いたしたく、写真
と報告文をお寄せいただくことです。③幹事の方は桜友会アドレス（e-mail:ohyu@swu.ac.jp）にご連絡くだ
さい。申請書にご記入いただき、原則学園内でお渡しします。

また、桜友会では、ホームページにその活動のご案内やお知らせを掲載しております。是非ご覧ください。住所変
更、その他お知らせ・お問合せについても、ホームページをご参照ください。
（http://www.showa-ohyukai.jp）

最後になりますが、桜友会入会にあたり、入会金と高校3年生までの6年間の会費は、父母会を通じて既にいた
だいています。今後、年1回送付予定の会報に会費振込用紙が同封されますが、2029年度（高校3年生）までは
振込の必要はございません。よろしくお願いいたします。

これからは皆様が会員として、桜友会の活動にご参加くださることを役員一同願っております。

2024年3月吉日

桜友会役員一同　

昭和女子大学昭和小学校第13期（1971年卒）の岡野栄之です。当時は、「巨人の星」のようなスポーツ根性も
のの番組が流行っていた昭和の真っ只中の、ある意味古き良き時代に、初等部で鍛えて頂きました。初等部在
学時代は、本当に素晴らしい教育をしていただいたと心から感謝しております。人見楠郎・校長先生から、目あて
をさして進む人、からだを丈夫にする人、まごころを尽くす人という３つの目標を目指しなさいという教育方針のも
と、色々な意味で自己研鑽を積むことができたと思っております。今から思い返してみれば、この３つの目標は、私
のその後の人生で、医師として研究者として成長していく過程において、大きな支柱となりました。また、毎年恒
例の総合学習では、自ら問題・課題を探索し、自らそれを解決し、そしてその成果を誰に対しても分かり易く説明
するという研究者としての基本中の基本を知らない間に身につけることが出来たことに感謝しております。

初等部卒業後、私は世田谷区立山崎中学校、慶應義塾志木高等学校に進学しました。高校時代は当初物理学
者になりたいという憧れを抱いていましたが、波動方程式の研究でノーベル物理学賞を受賞されたシュレディン
ガー博士の「生命とは何か」という著書に感化され、生命科学に興味を持つようになり、それがきっかけで医学
部進学を決心するに至りました。その後、1977年には慶應義塾大学医学部に進学し、卒業後は神経研究を専
攻し、将来的には脊髄損傷や神経難病の治療につながる研究をしたいと思いました。その間、かなりの心の葛藤
がないわけではありませんが、初等部時代の総合学習の「自ら問題・課題を探索し、自らそれを解決するという」
経験で乗り切れました。以来40年以上、神経研究の領域で、今日まで何とかやって来ております。今年３月、長年
勤めました慶應義塾医学部・教授を定年退任しましたが、４月より慶應義塾大学再生医療リサーチセンターを新
たに開設し、そのセンター長・教授として、ライフワークである神経系の再生医療と難病研究を続けております。
今も、米国マサチューセッツ工科大学（MIT）の客員教授や国際学会の理事を務めておりますが、長年の研究
生活の中で感じたことは、国際連携の強化と早期の英語の習得の必要性です。現在、初等部が国際コースの
設置により、将来国際的に活躍する人材の育成に全力で取り組み始められましたこと、大変素晴らしいと思って
おります。できる限りの応援をしたいと思っております。

今後、初等部の同窓会組織の桜友会で責任のある立場に、現・平原会長からご推薦いただく運びとなりました。
全く経験がなく、非力ではありますが、全力を尽くし、桜友会と初等部の発展に尽くしたいと思います。皆様、これ
からも、ご指導・ご鞭撻のほど、どうぞ宜しくお願い申し上げます。



開会の挨拶
平原桜友会会長

桜友会会報に代えて（会報第19号として）、一昨年及び昨年に引き続き桜友会会員の皆様に「桜友会の活動」
についてのご報告をお送りいたします。来年度２０２５年夏には従来の「会報」20号として、桜友会の２０２４
年度の活動についてご報告する予定です。

２０２３年１０月１５日（日）午前１１時から学園本部館３階の大会議室において、午
前は桜友会総会、午後昼食を取りながら懇親会が開催されました。出席桜友会会員
は、５７名（役員９名含む）、来賓として坂東眞理子総長（桜友会顧問）、山崎日出男
理事長（桜友会顧問）、前田崇司校長先生、江口祐輔元校長、柴田芳明元校長、そ
して恩師の先生方（１０名）のご参加をいただきました。
総会の議事録は桜友会のホームページ(http://showa-ohyukai.jp/)に掲載され
ております。是非ご覧ください。

2023年11月11日（土）・12日（日）の昭和祭開催に際して、新型コロナ蔓延の為休止となっておりました桜友
会バザーを、2019年以前と同様に4年ぶりに開催することができました。11月9日午前には、会員から寄付さ
れた多数の商品仕分けと値段付け、10日午後からは会場の設営と商品・ゲームのセッティングを行い、11日の
本番を迎えました。例年同様初等部１階応接室に開設された「桜友会の部屋」には多数の卒業生が訪れ、
久々に母校を訪れた旧友たちとの話が盛り上がっていました。

昭和祭に際し、役員の他９名の会員が、商品の販売、ゲーム、受付・誘導・
案内、桜友会室の運営に参加してくださいました。残念なことに、今回は天
候に恵まれず、寒い雨降りだったために出足が良くなかったこともあり、売
上金額は153,150円と例年の約半分程度にとどまりました。諸経費合計
115,679円を差引いた金額37,471円を、初等部の周年祝金とすべく積立金
といたしました。

桜友会会員の皆様へ

【桜友会役員】
会　長：平原 史樹(6回生）
副会長：大石 惠津子(3回生)、大野 あや子(11回生）
役　員：原　一恵(1回生)、柳 栄治郎(2回生)、米村 希美(31回生）、澤渡 沙織(31回生）
新役員予定者：岡野 栄之(13回生)、青谷 宏美(13回生）
監　事：山口 俊行(20回生)、関口 明子(18回生)(新任）

桜友会へのお問い合わせ、クラス会・学年同窓会開催のご連絡は、e-mail: ohyu@swu.ac.jpまで。
桜友会の活動の様子、住所変更、質問等は、桜友会ホームページのhttp://showa-ohyukai.jpをご
活用ください。また、桜友会へのご連絡は、e-mail：ohyu@swu.ac.jpで遠慮なくご連絡ください。

会費納入のお願い

＊同封の振込用紙にて、年会費を是非ご納入ください。なお、61回生（2019年３月卒業）～６６回生（2024年
３月卒業）は、卒業時にいただいていますので、お振込みは不要です。

＊銀行振込をご希望の方は、お名前の前に会員番号（会報宛名ラベル右下の９桁）を記入の上、下記口座まで
お振込みください。　　　　　　　　　　　　みずほ銀行 世田谷支店　（普通）１１２３７３０　桜友会

昭和祭バザーへのご協力・ご参加お願い

日　程：2024年11月9日(土)・10日(日)
＊昨年同様、学校側との打合せの後、父母会と協力して在校生が楽しめるものにしたいと思います。
＊会員皆様の商品のご提供、ご寄付、そして当日のお手伝いをお願いいたします。
＊例年通り「桜友会の部屋」にて、お茶とお菓子で旧友との楽しいひと時をお過ごしください。

桜友会同窓会（総会・懇親会）のお知らせ

日　　時：２０２４年９月２９日（日）　総会１１：００～１２：００　　懇親会１２：３０～
会　　場：昭和女子大学本部館３階 大会議室
参 加 費：一般会員 ３０００円、大学生 １０００円、中・高生 無料
参加申込：同封のハガキにてお申込みください。

卒業60周年と50周年に当たる6回生と16回生の皆さ
んは、ふるってご参加ください。
総会では、以下の2023年度決算報告（監査済み)と
2024年度の予算の承認をお願いいたします。

総　会

　１．校歌斉唱

　２．会長挨拶　　　平原 史樹桜友会会長

　３．来賓あいさつ

　４．ご出席恩師・先生方のご紹介

　５．議 事
　　　議長選出
　　　議題1．2023年度活動報告………………大野 あや子副会長
　　　議題2．2023年度会計報告・監査報告…米村 希美・山口 俊行監査役
　　　議題3．2023年度活動計画………………………大野 あや子副会長
　　　　　　（昭和祭バザーについて： 2024年11月開催予定内容等含む)
　　　議題4．2024年度予算案…………………………米村 希美
　　　議題5．役員改選について…………………………平原 史樹会長

　６．初等部の状況について
　　　・前田 崇司校長よりご挨拶と初等部の近況について

　　　　　　　　　　＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 休 憩 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊

懇親会　　学園本部館３階大会議室
　　　１） ひかりひかり斉唱
　　　２） 乾杯と来賓のお話し

　　　《 会 食 ・ 懇 談 》

　　　「初等部の新たな取り組みについて」前田 崇司校長、岡野 栄之新会長
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　進行：平原 史樹
　　　「ご卒業60周年・50周年のお祝い」
　　　＊来賓のお話し
　　　＊記念品贈呈
　　　＊卒業生代表挨拶（6回生、16回生）

閉　会

日時：2024年9月29日（日）11時～14時30分
会場：学園本部館３階　大会議室

昭和女子大学附属 昭和小学校同窓会

桜　友　会　第 17 回　総会・懇親会

2023年度（令和5年度）桜友会 収支決算報告（監査済み）及び 2024年度（令和6年度）予算案

収入の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　収入の部　　　 摘要
入会金  1,000,000 1,352,000 352,000 1,300,000
年会費/寄付  500,000 611,643 111,643 600,000
総会•懇親会参加費  400,000 129,000 -271,000 130,000
バザー売上・寄付等  0 153,150 153,150 150,000
銀行利息/利子  764 696 -68 696
その他入金    0
計（A）  1,900,764 2,246,489 345,725 2,180,696
支出の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　支出の部
会報（作成•発送）  750,000 915,530 -165,530 900,000
総会•懇親会参加費  300,000 432,961 -132,961 450,000
幹事会  100,000 79,990 20,010 100,000
ホームページWebサイト  171,600 171,600 0 171,600
事業費（昭和祭・運動会等） 3,200,000 3,116,889 83,111 200,000
通信費  50,000 57,117 -7,117 50,000
事務費  20,000 110 19,890 10,000
会議費  10,000 5,130 4,870 10,000
予備費  299,164 569,866 -270,702 289,096
計（B）  4,900,764 5,349,193 -448,429 2,180,696
当期収支差額（A-B=C）   -3,102,704  0
前年度繰越金（D）   14,372,757  11,270,053
来年度繰越金（C＋D）   11,270,053  11,270,053

前年度繰越金
現金預金有高  14,372,757

合計  14,372,757

預金明細
ゆうちょ銀行定額定期  2,006,617
ゆうちょ銀行通常預金  5,257,666
ゆうちょ銀行振替口座  729,783
みずほ銀行普通預金  3,236,275
現金  39,712
合計  11,270,053

科目 予算 決算 差し引き Ｒ6年度予算案

合計金額の内、５００万円は記念事業積立金です


